A4 10 A 27 A

HASGHBE S e =t [ ot a2
=2k HR RBE K

IR S BB dasD &3 D& 05 O RIE LIZ[ais iz
HGHICRE 92 BhaE

FEREE T B O BB & AR TR EE DM AR A FEIRIR O B EtE D 7=
DIV, HIES 85T 5721 Tl < . BRI A C T 25k
IZBWTIE, ABOHEBREBEORBEL, v 1T A FOIEY F R UME
EACCRR %A RE L T ZENRMETHY | ZNE TOME )
D, R EEEOFRF (V—20 « T4 7« RTUR) OENT@ET)
D TEDWIRE DS D 2O D VLENH Y 77,

FIo EAITHTR v ) A VA EYIE DREGRRINE 2 B E 2 - X 7
HROHLNTNWDHEZATT,

S DI, EITFEER I RHEEE  (FaRk 26 AEEE 100 5) 1IN T
11 A% @S IR A ) LB, il IR D 7= DEH 73
BIEATH Z & EENTWET,

2D XD RO H LRI B AR S fRERE (45Fn 3 4F,
FHEFTHIBLS N, 73— M A L5l A bR<) 131, 937 FFf (42F 1, 958
K)o 60 FFMLL BgbZEd oA OFIE (Bf 3 4) 134.9% (&
[H5.0%) THH, KR L TRRHEZBOFEEIFBOLNET, F-,
FERAEFNIREISR (52 4) 1356.2% (£[E56.6%) L7a->TW\ET
23, 2025 FEZ T0% & D BURF HARIZIZ&ZIZR UV RGUZ H U F77,

ZDEI T s, ARINTERE LT, BRI EOHZ ihD
ETHEETTORE LIZAT B A HEE T 78, FEFICS EHex . 10
A% MERARBNERSRESF) . 11 A% DEEITEIREY v o~—
V) HIEIEED, EHRREIEREEIT) 2 E L TWET,

BE 7o RE LM 72 B 20 2 72 01213, RRFFRTT B 2 AiiE & L
TeIEEAT ) O OBAEIZ 5 & & BT, FRAFREIRIRZ BfS: Lo3 IR
R PER T 2 T2 O ORI ZFEMRENIA T > T2 T ENHEE T,



BRI BE by LD A v =V DFE0, #hslHA v =3
WHIEE, 7 Ly 7 RZ A Ll 7 VU —7 | SR FGRIROFHBIROA5-il
B, WAL OERA ARG L 72 E DB, ) —BEET —DRGE, FHK
AFARIRDIFFIZ & DHURDFEL (7T AT ANR) T35 2 HIVE T,
152 DEZEORFITIL CTBHLZ A& FIAT> CO7e/e< 2 EBREI T,

BFRICEI N E LTI, ZNETH, @& HUERIcBId 2 B FESIC
KRN O 12 85> CTE 7o & TATT N, td TZ OEHADOBR E 2 1B
W2 & . BARZED TR COMass 28 U T MBiE G0 RE L] 23dEde

I N EWEEEET LY LALSEBEVHE L EIFET,

Z OB, RABZE - BlE3ET OBy = HFUCEED, W ERa A MHA D
IRWVE E| TR N I R R IENE OB R AT R E D
[LOFEIZELIED T EDRWE D HERLE DI D DB,
EHHOIFE, PRECREV W LET,

YRk 31 4 A 1 B bid, & FitEa2HeET 5 7D OBMRIEHOHE
il BET 2 (PR 30 AR 71 B) 12 X AMIE# DI EEEE: (1
T 22 FEAES 49 5) 123N T, REESNT B oo BRI 2SR & CHIE
N, DT, 294 H 1 B SIS B RIS A/ M3
WZHEH SN TEY £79°,

Z D7, MENTHB RN TIE
O ERRETEOHIRRE éf%%%@%ﬁ@k [T 7 BB EE RS
BOEFFEhE
@ INBROBFHEEZ IO & Uiz i H o RE L) (Zm T 7o~ fb)

=VNBROL e
Z2O0MEE LT, BIWMHATND EZATT,

Lt LY. ERHMIEBOENRZ MG &3 DEE 70 R L~aT, il
T80 £T X2 BEECH L BT ET,

ORI 9T R K



	令和４年10月27日
	日本労働組合総連合会神奈川県連合会
	　会長　吉坂　義正　殿
	　長時間労働削減を始めとする働き方の見直しに向けた　取組に関する要請書
	長時間労働の削減や賃金不払残業の解消、年次有給休暇の取得促進のためには、単に法令を遵守するだけではなく、長時間労働が生じている職場においては、人員の増員や業務量の見直し、マネジメントの在り方及び企業文化や職場風土等を見直していくことが必要であり、これまでの働き方を改め、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）のとれた働き方ができる職場環境づくりを進める必要があります。
	また、昨今は新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえた働き方も求められているところです。
	さらに、過労死等防止対策推進法（平成26年法律第100号）において11月を「過労死等防止啓発月間」と定め、過労死等防止のための集中的な啓発を行うこととされています。
	このような状況の中、神奈川県内における年間総実労働時間（令和3年、事業所規模5人、パートタイム労働者を除く）は1,937時間（全国1,958時間）、週60時間以上就業する雇用者の割合（令和3年）は4.9％（全国5.0％）であり、依然として長時間労働の実態が認められます。また、年次有給休暇取得率（令和2年）は56.2%（全国56.6%）となっていますが、2025年に70％という政府目標には及ばない状況にあります。
	このようなことから、神奈川労働局としては、長時間労働の削減を始めとする働き方の見直しに向けた取組を推進するため、昨年に引き続き、10月を「年次有給休暇取得促進期間」、11月を「過重労働解消キャンペーン」期間と定め、集中的な周知啓発等を行うこととしています。
	働き方の見直しに向けた取組を進めるためには、長時間労働を前提とした労働慣行からの脱却を図るとともに、年次有給休暇を取得しやすい雰囲気を醸成するための取組等を積極的に行っていただくことが重要です。
	具体的には、経営トップによるメッセージの発信や、勤務間インターバル制度、フレックスタイム制、テレワーク、年次有給休暇の計画的付与制度、時間単位の年次有給休暇制度などの導入、ノー残業デーの設定、年次有給休暇の取得による連休の実現（プラスワン休暇）等が考えられますが、各々の企業の実情に応じた取組を着実に行っていただくことが大切です。
	貴団体におかれましては、これまでも、働き方改革に関する周知啓発に格別の御協力を賜ってきたところですが、改めてこの取組の趣旨を御理解いただき、各企業の労使間での協議等を通じて「働き方の見直し」が進むよう、御協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
	その際、大企業・親事業者の働き方改革等が、適正なコスト負担を伴わないまま、下請等中小事業者に短納期発注や発注内容の頻繁な変更などの「しわ寄せ」を生じさせることのないよう、労働組合の立場からも御理解、御協力のほど、併せてお願いいたします。
	平成31年４月１日からは、働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律（平成30年法律第71号）による改正後の労働基準法（昭和22年法律第49号）において、時間外労働の上限規制が罰則付きで規定され、さらに、令和２年４月１日からは時間外労働の上限規制が中小企業にも適用されております。
	このため、神奈川労働局においては、
	①　長時間労働の削減や賃金不払残業の解消などに向けた監督指導や支援の着実な実施
	②　休暇の取得促進を始めとした「働き方の見直し」に向けた企業への働きかけの強化
	を２つの柱として、取り組んでいるところです。
	今後とも、長時間労働の削減を始めとする働き方の見直しへ向け、御協力を賜りますようお願い申し上げます。
	神奈川労働局長

